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第 30回岐阜外科集談会

日時：昭和39年4月22日

場所：岐阜医大ぐ講座

I) 感染性脳下垂体腺腫の 1例

岐医大二外科

斎藤 晃・加賀谷穣

症例は39才男子. 3年3月前既に他医によ り下蚤休

腫湯として関頭術をうけている．所が4目前より急に

頭痛，吐吐を来して入院p 髄液圧 250mm水位，髄液に

多数の赤血球と比較的少数の白血球を認めた．入院4

日：むこ急に視力障碍増強し，左眼失明す（右眼は既に

失明していたに関頭術を行った所p トI［， コ鞍内に膿

疹形成あ i），股中に葡街状球蘭を少数発見した． 1週

間｛引~＇ ＇彰’~l · ；同経由に手術号行ない，経鼻的にドレナー

ジを設置した．経過は良好でP 数日を以って左眼視力

は眼前指数を得ずる程となった．かかる下垂体腺臆に

感染を合~ l＼＇せる症例は極めて Miで，欧米文献上に 3 例

を発見するか，本邦に於ては昔、だ報告例を見ないー木

症例の場合， ＼！.~＇おま経鼻的に起ったものか， 3 年以前

の第一回開頭手術に関聯して膿疹が形成されたもので

あるか不明であるがp いづれにしても鴎な症例であ

る

2) ＇＂’Srを Tracer とした顎骨々似治癒

ili1Wの実験的研究

口座外科挙教室

日比正也

弘法it，成犬の顎骨に骨折を起させその治癒過程を

引汚rを ’lrnむだrとして観察した．刊日rは休.i:1 kgあた

りO.lmcを投与し，投与後 1ヵ月（術後37日）で官殺

し， 下顎骨を摘出し， メA.~ij定及び A111' >r;idi•)grnph 

により 90Sr の f＇~;ii)J沈益を観察し た．

成績

1. 5主測定に於てp いずれも骨折部が対象部より

高い値を示し， 骨折部位の心代謝が他部よ り盛んな

事が認め られた．

2.完全骨折と不全骨折の比較で11，前者の品九億

が；喝しこれは骨損1勾J）程度の差異によるものと忠わ

れる．

3 .. .¥utoradiographに於てはp Calh瓜骨膜内に相当

するぷ分に著明な感光出！lが認められた．

3) 先天性食道閉鎖の l例

岐阜市民病院外科

米谷 派・安江幸洋

生後40時間，体重2600g，満期安産の女児. Grけ、、c
型の先天性食道閉鎖兼気管食道凄で他に合併奇型を認

めない．

左側臥f立で第4肋聞を切開して関胸，食道端々11"0合

及び胃凄造設を行なったが．術後37時間後に呼吸障碍

のため死亡した．

本症の術後管理の問題について若干の考察を行なつ

fご

I) 特発性食道拡張痛のさ治験例

大垣市民病院

森直之・蜂須賀古：多男・浅野多一

寺本勘男・桧永吉和・点 直和

加藤 量平

特発性食道拡張症は Willisが 1872年に発表して以

れ 諸’必こより報告がある．成々は段近2例の治験例

を得たので報告する．

第 l例は59才の男子で，約40年来食道の通過障害を

訴えていてP 段近それが地強して来た ものである．第

2例は44才の女で約15年前より食物のつかえる感じが

あり最近はた事をするのに 2時間もかかる様になった

患者である．いずれも術前食道 Ba透視で著明な食道

拡張を来していた.2例共 HeIla氏粘膜外筋切開術を

なってP 非常によい結果を得，患者の愁訴は全くなく

なり，術後食道 Ba透視でも噴門部の f-¥;iの通過は非

常に円消であった．

以上J 2例の経験で特に 汚名すべきこともないが，

ここに報告致します．

5) 右側部分的被隔膜弛緩症の一例

l岐阜医大第一外科

柴田正敏

症例： 64才 女 子

現病歴約6年前より階段昇った り，少し長く歩い

たりすると心惨充i包，軽い呼吸促過を来すトliになり，
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集団検診で本症を発見あれた．

検査成績：肺活量1786cc，呼吸停止時関22紗p ，じ‘，

図でF 左型，士ド7J丈平f立y 時三十方向捻転p 呼吸性不整脈，

T平低イじを示した．

レ線像で:ti第E肋骨高以下に均等な塊状陰影あり，

側面像で胸腔前笠から胸Jl1?:の約 2/3に亘るゆるい円弧

を描く陰影を認めた．

手術所見：肺と横隔膜及び肝とは癒着なし 肝は横

隔膜膨隆よじに一致して突出しているが色調p 硬度は正

常で腫癒を触れず，横隔膜は膨隆部筋層で約4mmあり p

健常部と差はないこの部の呼吸運動は認められない．

横隔膜弛緩部は三重に重層縫合した．

組織学的には軽度の筋変性を認めた．

6) ブラウン氏腫疹の二例

岐医大第二外科教室

村瀬佳 辰

症例 1.36才男性で瞬右側より右季肋部へかけての

牽引痛を主訴として受診．昭和38年4月虫垂切除術を

受け約3ヵ月後より主訴を 来すようになった．右上腹

部に鰐卵大p 弾性硬，表商平滑p l七絞的境界不鮮明な

圧痛ある腫療をふれp これを手術均に刻出す．絹糸を

核とせる炎症性大網腫療と判明す．

症iJ1]2 28才女性で下腹部鈍痛及び左下腹部の無痛

性腫癒を主訴として受診.38年6月帝王切開を受けた．

5ヵ月後上記蹟療に’刻、jき，その約2ヵ月後より鈍痛

を来すようになった．麗癒は超描卵大で性状は症例 l

tほぽ同様．腹壁を緊張させると触れ難くなった．手

術的に創出す．卵管炎及び絹炎による炎症性大網種療

と判明す．ブラウン氏麗場二例を報告し若干の文献的

考察をした．

7) 完全な生きた虫体を摘出した顎叢虫症例

羽島病院外科

河村雄一・浅井紀雄・原節雄

内科

小島炉f（三

成々は昭和37年7月 12，外地に一度も出た事のな

いp 生来健康な61才男子の左前腕より顎口虫の虫休の

みを生きたまま摘出した．虫f本は休長10.04粍，最大

巾1.0粍，頭球鈎環列8列の未熟な有税、顎口虫の雄，成

虫であった．虫体摘出後現在に到る迄身体の何処にも

腫脹p E更結を来していないー虫体摘出前 25%あった

Eosinophilieは，摘出2ヵ月後には 8%，約2年後の現

在 2%となっている．

本症例の報告に併せて，現在迄に報告のあった皮満

額口虫症より虫体を摘出乃至発見し得た 9症例につい

てP 若干の文献的考察を試みた．

8) 抗癌剤によると店、われる出血性壊死性

大腸炎J) 一例

岐阜医大付属病院第外「科

桧垣 潜・関野昌宏

患者は60才女子

右乳癌にて逆行性右乳房切断術を施行後，連日トヨ

マイン 0.5略p エンドキサン IOOmg,24日間P 計トヲ マ

イシン 12mg，エンドキサン2400田Eを投与p ヨ！ き続き l

週2回マ fトマイ シン 4mgll@l，術後51日目 まで投与

した．投与中止後5日目ごろから l日3～ 4回の軟便

があり，心禽部痛を訴えた．投与中止後26日目に少量

の下血を;f:L，次第に出血量が噌加し， 51日目に死亡

しfこ．

~l見所見：大附ht全体にl也肉状の浅い涜!:iJjを連続性

に，小腸は姐盲部から口側70cmのところまで散在性に

小指頭大から 供料大のt貴疹を，また胃には散在性に米

粒宍の多数の波疹を形成していた. i'J,j問料動静ljlrには

著変なし．

組織所見： 大11：.；，小腸を通じてその全層に著しい充

1（＇［，浮腫，円形細胞浸潤，と ころにより 引開，粘膜下

層の壊死，小血管の｝安司J 血栓症，急性静脈炎の像を

呈している．

9）ミ人工匹門を迫設されて 3年聞を経過し

た直腸癌の手術例ミ

岐医大第2外科

山田慎一郎・山田藤吉

。山口 三千夫

症例P 70才の男子で主訴はE工門部の疹痛と出血で，

約3年前p 直腸癌という事で単に人口I工門造設術のみ

をうけp 徐々に全身倦怠感腹部膨満感噌強し，紅門部

よりの出血もI曽慈しp 本年 1月28日本件にて，腹会陰

式直腸切断術を行ないました．比較的予後良好にて，

根治手術も容易に行ないえましたので，ここに報告し

改めて文献的考察を行ないま した．

I 0) 外傷による急性腎不全Jヲl例

岐阜医大第 l外科

；史辺祥
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53才p 女子，主訴は無宗．歩行中自動車に衝突し来

院，脳震塗p 第I¥腰椎亜脱臼，恥骨骨折にて入院後4

日を経過するも，約50ccの排尿雪見たのみで無尿＇ f本

格中等，栄養普通p 皮脂やや貧，／1様，浮腫軽度，顔貌

やや苦悶様，腹部全体にやや膨隆し，軽度の筋性防御

を認める．赤血球385万，白血球8200，血色素66%（ザ

ーリ－ i, 残余窒素72mg/dl，受傷後4日目伐半に至i),

徐引こ呼吸困難，心棒充進p 血圧低下，意識混濁をで

い 5日目人工腎により血液透折を行なうべく麻酔を

開始p 挿管時心停止を来し非開胸心マッサージ壱施

行，心臆動再開するもーー般代理不良にて，透折を行な

い得ず死亡．剖険；こより広範囲な後照興：[i腫あり．右

腎動脈及び両側腎小葉間動脈の 1(:1怜形成による貧困l性

梗塞と診断された．

11) 腎無形成（RenalAplasia）の 1例

岐医犬泌尿器科

尾関信彦

同第l外科

馬 場 瑛 逸

術前腎結核と診断し，手術によって偶然に発見した

腎無形成の 1例を報告する．

症例： 55才，主婦．頻尿及び血尿を主訴として来

院．既往歴として，心臓弁膜症p 肺炎があり，数年来

高血圧に悩んでいる．

現病歴：衆院の 1週間前に頻尿及び血尿に気づき，

尿検査p 勝銑鏡所見，レ線所見などより，急性勝脱炎

症状を伴なった左腎，勝E光結核と吟断，腎別出術を施

行した．

手術並びに組織所見：左腎部に重さ 14gr..t.5×3.5x 

1.8侃 p 約2/3は石灰化した無形成腎を発見，これを別

出した．石灰化部は中空を有し，尿性液体を容れてい

た．組織学的には糸球体は全く存在せずp 発育不全の

尿細管，動脈壁の肥厚を認めた．極めて細い索状の尿

管に連なっており，痕跡的な血管流入部も証明，典型

的な腎無形成の像を呈していた．

第 31回岐阜外科集談会

日時昭和 39年 6月24日

場所岐阜医大 l／；、健5階講堂

い 収腔妊娠の I例

伊藤柳津医院

伊藤部た

長い間＇ ！場疾患の診断にて治療を受けていた腹腔妊

娠の一例を経験しましたので報告しました．

患、者は30才の経産婦で，下腹痛及び軟｛更，粘液｛更を

出し，腸疾患の診断にて治療を受けていたが治癒せず

来院した．来院時，右下腹部の麗婚を認め，左子宮附

属器腫蕩の診断にて開腹手術を行なったところ，腹腔

妊娠であり，卵膜，大網に包まれ，羊膜液中に動いて

いた胎児を取；〕品した．

術部Iよりあった下腹州は術後 1週間頃より強烈とな

り，種々鎖痛剤を用いたが治癒せず，キモプ〆ン筋注

号行なったところ著効があった．妊娠は胎児の大きさ

より 3 力月末またはーl ヵ月始めと＂~.！.オ L，術後約4 週

間の治療で全治退院した．

演題 1Iの追加

痕跡副作］を有する単角子宵（Uterusunicor-

nis cum cornu accessorius）の痕跡副角妊娠

破裂の 1例

羽島病院産婦人科

花林康祐

同外科

河村雄一・コ浅井紀雄

原 節雄

我々は昨年6月21日痕跡副角を有する単角子宮の妊

娠副角破裂の 1例を経験したので報告する．

21才の既婚婚人，結婚6ヵ月で既往に特記すべき疾

患、なく既往妊娠もない. 2月中旬より無IC')が，破裂の

3目前に来続，妊娠4ヵ月と診断したが， 6月21日早

朝，左下腹部に激痛あり p 妊娠破裂の診断のもとに同

日午後開腹術施行，胎児は卵膜につつまれたまま腹腔

に浮遊していた．なおこの崎人は去る 6月18日2300g

の粍熟児を出産した．


